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第 5 章では，船型の代表的 2 例としてコンテナ船とタンカーに対する流場特性と横力分布との計算結
果を示すとともに，その検証のため実施した模型による水槽実験の結果について述べ，実験結果と計算
結果の比較検討を行っている。その結果，流速分布，渦度分布，横力分布などの諸量に対して，実験値
と計算値の一致は満足すべきものであることを示している。
第 6 章は結論で，上述の諸章の結果をまとめている。
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論文の審査結果の要旨
船の巨大化，肥大化が進むに従い，抵抗推進性能のみならず操縦性能も船の特性として重要な要素に
なってきており，これを的確に推定することは造船学ヒ極めて重要である。乙のためには，斜航船体ま
わりの流場特性，特に三次元はく離渦の挙動を合理的に把握するとともに，船体に作用する流体力のう
ち中心面に直角方向に働く横力の分布について，十分の精度をもっ推定法を確立するととが必要である。
従来この方面の研究には詳細な流体力学的考察に基づくものはなく，取扱いは直観的近似を伴うもので
あった。本論文は，この問題に対する合理的解決を目ざすもので，理論解析の手法に新しい考え方を導
入している。研究内容及び成果のうち評価されうる点の主なものは次のとおりである。
(1) 斜航船体まわりの流場を三次元はく離渦の発生をとり入れて解き，その際，渦層を離散渦糸群で表
現した上で，はく離線，渦強さ，渦の流出方向を未知量とした数値計算を行っている。これはこの種
の問題としては初めての合理的取扱いである。
(2) 船体横断面を円に写像する手法を活用し，任意形状の船型について適用しうる計算法を開発してい
る。
(3) 実際に起乙りうる斜航角であれば，任意の角度に対しはく離渦を含む流場特性を求める乙とを可能
にしている。
(4) 船体に作用する横力分布の推定における船首尾端特性の考慮の重要性を指摘し，実験値とほ Y一致
する計算方式を導出している。
以上のように，本論文は船舶の操縦性能の流体力学的基礎を明らかにするとともに，その性能の推定，
改良に有益な結果を導いており，船舶流体力学並びに造船技術上貢献すると乙ろが大きい口よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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